
　
古
代
か
ら
朝
鮮
半
島
や
中
国
大
陸
と
結
ぶ
重
要
な
交
通
路
だ
っ

た
山
陽
道
の
宿
駅
と
し
て
発
展
し
た
神
辺
町
。
江
戸
時
代
の
神
辺

宿
が
あ
っ
た
町
の
中
心
部
に
は
、
今
も
な
ま
こ
壁
の
蔵
や
黒
い
土

塀
の
街
並
み
が
残
り
、
当
時
の
た
た
ず
ま
い
を
伝
え
て
い
る
。
国

屋
根
に
上
っ
た
り
し
て

ね
。
加
わ
ら
を
壊
し
て
よ
く
怒
ら

て
い
ま
し
た
。
本
陣
に
生
ま
れ

良
か
っ
た
こ
と
は
、
海
外
に
行

て
（
要
人
に
会
う
場
合
で
も
）
相

手
の
大
き
な
家
を
見
て
も
び
び
ら

な
い
こ
と
。

思
い
出
深
い
の
は
、
神
辺
小
学

校
の
横
に
あ
る
黄
葉
山
。
昔
、
神

辺
城
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
探
検

し
て
遊
ぶ
の
に
は
よ
か
っ
た
。
十

五
、
六
人
の
グ
ル
ー
プ
が
二
手
に

分
か
れ
、
戦
争
ご
っ
こ
と
か
ね
。

備
後
国
分
寺
あ
た
り
の
山
で
は
水

家
の
要
素
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
古
里
神
辺
に
は
、
で
き
れ
ば
口

１
カ
ル
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー

を
失
わ
な
い
で
ほ
し
い
で
す
ね
。

海
外
と
の
接
点
を
持
つ
の
も
い

い
。
日
本
は
元
来
、
海
洋
民
族
だ

と
い
う
視
点
を
復
活
さ
せ
た
ら
い

い
と
思
い
ま
す
よ
。
盛
ん
に
い
わ
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れ
て
い
る
地
方
分
権
の
キ
ー
ポ
イ

ン
ト
は
、
地
力
が
い
か
に
海
外
と

連
携
で
き
る
か
で
す
よ
。

　
姉
妹
都
市
と
か
で
は
な
く
、
ビ

ジ
ネ
ス
に
直
結
し
た
海
外
で
の
連

携
で
す
。
ア
ム
ダ
が
（
神
辺
に
）
何

ら
か
の
か
た
ち
で
役
立
つ
な
ら
、

い
っ
で
も
お
使
い
く
だ
さ
い
。
海

外
に
は
ア
ム
ダ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
が

あ
り
ま
す
か
ら
ね
。

　
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
反
間
活
動
団

体
）
は
阪
神
淡
路
大
震
災
の
時
に

認
知
さ
れ
た
と
思
う
。
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
も
多
く
な
っ
た
入
間
は
「
関

心
を
持
た
れ
る
」
「
覚
え
ら
れ
て

荷

て’

い
る
」
「
必
要
と
さ
れ
て
い
る
」

と
い
う
こ
と
が
生
き
が
い
に
な
っ

て
い
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
す
る

と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
三
つ
の
う

ち
の
ど
れ
か
が
満
た
さ
れ
、
自
分

の
存
在
を
確
認
す
る
こ
と
だ
と
思

う
。
　
そ
こ
で
気
を
つ
け
な

く
て
は
な
ら
な
い
の

は
、
「
援
助
を
受
け
る
側

に
も
ブ
ラ
イ
ド
が
あ

る
」
と
い
う
こ
と
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し

て
自
分
探
し
だ
け
に
余

念
が
な
い
人
は
、
相
手

の
こ
と
を
考
え
な
い
。

　
一
方
的
に
押
し
付
け
て
、
思
い

通
り
の
結
果
が
出
な
い
と
、
不
満

や
逆
ギ
レ
す
る
未
熟
さ
が
出
る
。

方
法
論
と
か
、
人
間
の
本
質
論
と

か
を
き
ち
ん
と
学
ん
で
取
り
組
ま

な
い
と
、
人
間
関
係
が
破
た
ん
し
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j塵ｋ



て
し
ま
い
ま
す
。

　
私
た
ち
が
備
後
方
面
で
募
金
や

本
格
的
な
講
演
を
す
る
よ
う
に
な

っ
た
の
も
臓
災
以
降
で
す
。
活
動

が
古
里
に
も
広
ま
る
こ
と
は
う
れ

し
い
。
私
か
岡
山
の
デ
イ
ケ
ア
セ

ン
タ
ー
な
ど
に
「
。
茶
山
」
と
か
、

　
　
　
　
　
　
　
　
「
本
陣
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
か
、
神
辺
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
か
り
の
名
前

　
　
　
　
　
　
　
　
を
付
け
た
の

　
　
　
　
　
　
　
　
も
、
生
ま
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
た
と
こ
ろ
が

　
　
　
　
　
　
　
　
懐
か
し
い
か

　
　
　
　
　
　
　
　
ら
で
す
よ
。
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　　　弟で県立歴史博物館踏員　　　　　　　　　　　神辺女性会会長
　　　　　菅波　哲郎さん　53　　　　　　　　　　宇都宮　美代子さん　70

　年齢の近い男兄弟は３人いたが、中でも　　一昨年、女性会を含む30人程度のグルー
いちぱん頑固。言い出したら譲らない、信＝プで、岡山の本部を訪れた。最新設備の整

念を曲げないタイプだったc幼い時代の写　った立派な建物を想像していたが、案内さ
真を見ても、兄弟共有の１台しかない三輪・れた事務局は書類や救援物資が山積みさ

車にし･っかり乗って写っている。　　　　ｉれ、狭苦しい中を鵬員たちがせわしなく動
　最近、「アムダのことなん､て広島じゃ大　き回っていた。「充実した人生」を送って

して知られていない」と、兄に言ったこと　いる人たちの姿を見たような気がした。
がある。「知られなくとも、国際的な活動　　テレビなどで活動が紹介され、先生が映
は実際にできているのだから、そんなことべると、画面に向かって「がんばって」と、

は問幽ではない」と、力強い言葉が返ってｉ声援を送りたい気持ちになる。大物を輩出

きたoちょっと感動したn　　　　　　　　し「神辺もまんざらでもないな」と思う。

　　すがなみ・しげる　1946年
生まれ。「76年岡山大学医学部大
学院卒業。岡山犬医学部第一内
科の勤務医などを経て81年岡山
市で開業。 84年限際医療ＮＧＯ
のアジア医師連絡協議会「アム
ダ」（ＡＭＤＡ）を、91年には
　「ＡＭＤＡ国際医療情報センタ

ー」を設立した。アムダ（Ｔｈ
ｅ　Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ
ｏｆ　Ｍｅｄｉｃａ１　Ｄｏｃ
ｔＯＦｓ　ｏｆ　Ａｓｉａ封ま、

自然災害や戦争が生んだ難民の
語語救援医療活動から、各国で
の地道なプロジェクトにも参
加o阪神淡路大震災でも、被災
地に一番乗りして医療活動を行
った。本部は岡山市。世界30か
国に支部があるo 93年外務大臣
表彰o 96年厚生大臣表彰。岡山
市在住o
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